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「進取の気性」と「顧客志向」
三井不動産グループのルーツは、今から350年前の1673年、

三井高利が江戸・日本橋に創業した「三井越後屋呉服店」（越

後屋）にあります。越後屋は「現金安売り掛け値なし」という画期

的な商法で飛躍的に発展しました。

もともと、呉服は武士の着るもので、庶民には手の届かない贅沢品

でした。大名屋敷を回って注文をとってからつくるオーダーメイドで、

手間もかかり生地のロスも多い。支払いは盆暮れの掛け売りで、金

利がかかるし未収リスクもある。その頃、世の

中は成熟し、庶民もより良い衣服を求めてい

ました。

高利はそこで発想を転換しました。既製品の

呉服を店頭で現金払いで売り、生産・流通・

課金を抜本的に合理化し、大きくコストダウ

ンしたのです。生地についても従来の絹や

麻に加え、出身地である伊勢松阪でも生産していた木綿を使い、

価格や品質面でより消費者の嗜好にマッチするようイノベーション

を図りました。呉服は庶民に手の届く商品となり、越後屋は大繁

盛しました。

既製品商売を可能にしたもう一つの立役者は、現代でいうところの

マーケティングでした。松阪は伊勢神宮に近く、お伊勢参りに訪

れる人々の服装の流行りを知ることができました。最近木綿を着

ている人が増えたとか、今年流行の模様はこんな感じだとか。高

利はこういったことを、ものづくりに活かしていました。

越後屋は、まさに「進取の気性」と「顧客志向」により、その後も事

業の幅を広げ、「三井合名会社」となりました。そして1941年、三

井合名会社の所有不動産を管理する「不動産課」が分離独立し、

三井不動産が設立されました。三井不動産グループは、越後屋の

「進取の気性」と「顧客志向」をDNAとして受け継いでいます。
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たかとし

三井不動産のDNAと　マークの理念

当社グループは、越後屋から受け継いだ「進取の気性」と「顧客志向」をDNAとして、

　マークに象徴される「共生・共存」「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」の理念のもと、

時代を超えて顧客に求められる企業として、さらなる価値創造に取り組んでまいります。

江戸時代の日本橋/鳥居清長筆「駿河町越後屋正月風景図」（三井記念美術館蔵） 現在の日本橋

当社グループは、越後屋から受け継いだ「進取の気性」と「顧客志

向」のDNAのもと、日本経済や社会の発展とともに、時代の要

請やお客様の声に応える形でビジネスを革新し、新しい価値を生

み出してきました。

例えば、工業・貿易立国としての機能を強化するため臨海部に工

場用地を供給した「埋立事業」、都市機能の過密集中に対応するた

め空間の高度利用に挑戦した「日本初の超高層ビル（霞が関ビル）

の建設」、都市部への人口流入への対応とくらしの豊かさを追求

した「宅地開発・住宅事業・住宅の流通業」などがその系譜です。

さらに、人々のレジャーに対するニーズの高まりを受けて進出した

「商業施設・ホテル・リゾート事業」、1990年代のバブル崩壊後に

業界で先駆けて取り組んだ「不動産の証券化」、そして現在では

デジタルトランスフォーメーションによる「スマートシティ」の実現など、

街づくりを通して社会課題の解決に取り組んでいます。

このように、当社グループは、それぞれの時代の社会・経済の「パ

ラダイムの転換」をチャンスと捉え、多様な価値観や知の結集を通

じて、常に新たな価値を切り拓いてきました。これは、対立する概

念を「OR」としてどちらかを選ぶのではなく、相克を乗り越え「　」で

共生させるという、当社グループの「　マークの理念」という経営ビ

ジョンに通じています。
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